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研究成果の概要（和文）：　本研究では、南アフリカ共和国（以下、南ア）を事例として、共生教育におけるナ
ショナルな基準と多様な実践の折衷点を探索した。具体的には、先行研究、南アの政府文書や学校教科書等を用
いた文献研究と同国西ケープ州の公立学校と教育省におけるフィールドワークを行った。そこでの研究成果とし
ては、現代の南アでは、多様性と統一性に関わる教授／学習が、Life Orientation等の教科を通じて学校教育で
取り組まれ、「市民（性）」といった概念が様々な観点から描写されていることが明らかとなったことなどが挙
げられる。

研究成果の概要（英文）：　The purpose of this study was to explore compromises between the national 
standard and diverse implementations in education for living together by using the Republic of South
 Africa (RSA) as an example. Specifically, this study conducted literature reviews by using 
foregoing studies, the RSA’s governmental documents, school textbooks, etc., and researches at a 
public school and education department in the province of the Western Cape in RSA. As a result of 
the study, it was revealed, for example, that in the current RSA, teaching/learning of diversity and
 unity is taken place in school education through subjects such as Life Orientation, and the 
concepts such as ‘citizen(ship)’ were dealt from various perspectives in them.

研究分野：教育社会学、比較教育学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の成果の学術的意義と社会的意義は、南アフリカ共和国（以下、南ア）の共生社会と共生教育の特徴に
ついて、日本（語）の文脈と関連付けながら取り組まれた先行研究が限定されてきた中で、その特徴を多角的に
描写したことにある。具体的には、南アの政府文書や学校教科書等の内容を取り上げるのみならず、実際にコロ
ナ禍以後の南アにおいて共生教育に携わってきた西ケープ州教育省の行政官や中等教育段階の教育者の認識につ
いてインタヴュー調査で探索しつつ、それらの特徴を描写したことに意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 本研究を開始した当初の背景としては、昨今の多様な文化的背景を有する人々が１つの社会
の中で「共生」するための方策（教育）に関する議論が、教育社会学を始めとした様々な分野で
展開されてきたことが挙げられる。特に、「人種」といった観点からのそれに関しては、「先進的」
とされる欧米等の多文化社会を中心に多くの議論が営まれてきたが、そこでは主に、人々の多様
性を１つの社会内で受容する際に「国民」というナショナルな枠組みが用いられ、そこに属さな
い人々が排除されるという課題が浮かび上がってきたことが指摘されてきた（e.g. 岡本 2013）。
そのことを踏まえて、本研究には、共生教育は１つの社会における人々の多様性の尊重を促進す
る際に、ナショナルな基準が生み出す「国民」に属さない人々の排除という状況をいかに克服す
るのかが課題とされてきたという想定が研究開始当初の背景としてあった。 
 そこで本研究では、そのような課題に取り組むために、欧米等の多文化社会とは社会・歴史的
文脈を異にする、南アフリカ共和国（以下、南ア）を対象とした分析・考察に取り組むという計
画を立てた。本研究が対象とした南アには、過去に政治的マジョリティであった側の絶対性の転
覆の経験を経た中で「共生」が目指されているという、多くの欧米等とは異なる特徴があること
が指摘されてきた（e.g. 坂口 2018）。そのような中、過去と現在で権力構造が大きく異なる社
会における「共生」のための方策（教育）はいかなる形態をとるのか――欧米等の多文化社会で
批判されてきたナショナルな枠組みを乗り越えられるのか否か。本点について探究することは、
既存の共生教育論を精緻化する上で意義があるという想定が本研究開始当初にはあった。 
以上のことを踏まえて、本研究の開始当初は、「南ア憲法」の理念を体現するためにアパルト
ヘイト（人種隔離政策）撤廃後に南アの学校教育で導入された必修教科である Life Orientation
（e.g. 坂口 2015）に焦点をあてた研究を行う計画を立てた。同教科では、各教員の裁量で多様
な実践が営まれてきたが、近年、同教科のナショナルな基準の強化（ナショナル・テストの導入
やナショナルな教科書の作成）の動きが見られることは、共生教育の中核を担ってきた同教科の
あり方を変容させる可能性を生み出したと考えられた。そこで、本研究では、南アの共生教育も
欧米等の多文化社会で指摘されてきた課題に直面するのか否かも含めた探索を行うこととした。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、南アを事例として、共生教育におけるナショナルな基準と多様な実践の折衷
点を探索することであった。具体的には、文献研究を通じた共生社会や共生教育に関する理論的
な検討や南アの学校にて共生教育の中核を担ってきた教科である Life Orientation や同教育に
関わる他の科目（歴史科）に焦点をあてた検討等を行いつつ、同国西ケープ州の学校と教育省に
おけるフィールドワークを通じた実証的研究を行った。 
そこでは主に、同州の学校教員（教育者側）および教育省の行政官（管理者側）の認識をもと
に、南アの共生教育を多角的に探索することに取り組むこととした。その背後には、南アの共生
教育の実践に関する分析・考察を通じて得られた知見を踏まえて、既存の共生教育論の精緻化を
行うという狙いがあった。ただし、後述するとおり、2019年末より世界中で蔓延した新型コロ
ナウイルス感染症の影響を無視することができなかったことから、南アにおけるフィールドワ
ークにおいては、「共生」という観点からのコロナ禍以後の同国の社会や学校の状況について探
索することにも力点を置いた。 
 
３．研究の方法 
本研究では、研究期間全体を通じて、2019年末より世界中で蔓延した新型コロナウイルス感
染症の影響により南アへの渡航が困難となった中、現実的に実施可能な方法を模索しながら研
究を遂行した。具体的には、南アへの渡航が困難な期間は、共生社会と共生教育に関わる理論的
検討のための文献研究、南アの政府文書、ナショナルなカリキュラムや試験、学校教科書の分析・
考察を研究の手法として採用した。そして、南アへの渡航がコロナ禍と比べて容易になって以降
は、2022年度には南アにて学校教科書等の資料収集・情報収集を実施し、2023年度には同国で
のフィールドワークを実施することでコロナ禍以後の南アの社会や学校における「共生」やそれ
に関わる教育の現実を探索した。具体的には、2023 年６月に南ア西ケープ州の教育省と公立学
校において、州教育省行政官１名と教育者３名にご協力をいただきつつ実施したインタヴュー
調査の内容を分析・考察した。なお、西ケープ州を選定したのは、同州が南アの他の州よりも教
育水準が高いことや、「人種」等の観点から多様であることなどが指摘されてきたことから（e.g. 
坂口 2015）、本研究の目的を達成する上でより的確な事例だと考えられたためである。 

 
４．研究成果 
 本研究の成果（意義や重要性を含む）としては、主に次の５点が挙げられる。 
 
(1) まずは、「共生」に関わる先行研究および南アや他の国々の共生社会や共生教育に関わる先
行研究（e.g. Du Toit ed. 2003）のレヴューや政府文書（e.g. DoE 2001）の分析・考察の成果が



挙げられる。そこでは、例えば、共生教育に関わる理論的検討を通じて、多様性と統一性の折衷
点に関する議論が、学校（教員）の役割に関する議論に限らず教育の本質的問いとして議論され
てきたことなどを明らかにした。また、現代の南アに関わる先行研究の検討より、同国における
ポスト・アパルトヘイトの共生教育を探索する際に留意する必要がある点などを示した。 
 
(2) 次に、南アの学校において共生教育の中心的な役割を担う必修教科である、高等学校段階の
Life Orientationの市販の教科書とナショナルな統一試験の問題および覚書（模範解答）の分析・
考察の成果が挙げられる。そこでは例えば、高等学校段階の Life Orientation の任意の教科書
（e.g. Rooth et al. 2013）の分析・考察を通じて、同教科では、近年の共生教育に関わる議論に
おいても注目されてきた、「市民」概念と「国民（国家）」概念との関係性について、両者を結び
つける記述とともに、それらの結びつきを超越しうる観点を示す記述（「南ア憲法」の理念の説
明や元来的な「市民（性）」概念の説明など）が見受けられることなどを明らかにした。また、
同教科の別の教科書（e.g. Martinuzzi et al., 2012）の探索から、同教科ではグローバルな段階
とローカルな段階の両方を基軸とする形でグローバル化に関わる学習内容が設定されているこ
となどを明らかにした。 
 
(3) 次に、南アの学校で「共生」に関わる教育を担う Life Orientation以外の科目である歴史科
のナショナルなカリキュラムと試験（模範解答）の分析・考察の成果が挙げられる。そこでは例
えば、高等学校段階の歴史科のナショナルなカリキュラムや試験の探索を通じて、南アの歴史教
育が社会構築主義的観点から営まれていることや、同教育では「権威性（統一性）」に疑問を投
げかけつつ「多様性」を促進する際に、「過去」を「歴史」として解釈するための資源として文
書のみならず口述記録も重視されていることなどを明らかにした。加えて、高等学校段階の歴史
の教科書（e.g. Fernandez et al. 2012）の探索を通じて、同国では、ナショナリズムに関わる歴
史教育が社会構築主義的立場から取り組まれていることなどを明らかにした。 
 
(4) 次に、上述した南アでのインタヴュー調査による成果が挙げられる。具体的には、同調査の
結果、コロナ禍以後の南アにおける「共生」に関しては、経済的な差が「人種」よりも差別に関
わる問題として学校教育関係者に認識されている側面があることなどが明らかとなった。また、
学習者の経済的状況のみならず社会福祉についても、コロナ禍以降の南アの学校において重要
視されている側面があることが見えてきた。特に、学習者が直面するあらゆる困難がコロナ禍以
降明確になったことが指摘され、例えばソーシャル・ワーカーとも連携しつつ教育者が対応にあ
たっている状況が浮かび上がってきた。加えて、「尊厳」や「尊重」などが現代の南アの学校に
おいて重要な価値として位置づけられており、特に必修教科の Life Orientation においてそれ
らの教授／学習が展開されることが奨励されている側面があることが明らかとなった。さらに、
「共生」を議論する際の「コンフリクト」に関して、教育者は学習者のためにそれを解決すると
いうよりも、学習者自身がいかにそれに向き合い対処するのかを重視しながら、その方策につい
て Life Orientationの授業等を通じて教授しようとしている様子などが浮かび上がってきた。 
 
(5) 最後に、本研究には、共生教育におけるナショナルな基準と多様な実践の折衷点を探索する
ために、同教育に関わる理論的検討により既存の議論の到達点と限界を整理しつつ、既存の議論
をより精緻化するために南アを具体的事例とした探索を行った点に意義があることが挙げられ
る。また、現代の南アの学校における共生教育を多角的に探索するために、政府文書、ナショナ
ルなカリキュラムや試験、学校教科書の探索を通じて全体像を描き出すと同時に、コロナ禍以後
の南アの州教育省や学校で共生教育に携わる人々の認識の探索を通じて、現実の事象をもとに
共生教育に関わる理論の考察を深めた点に重要性があることも指摘できる。 
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